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配列の宣言

� �
int[] data;

data = new int[5];� �
上の 2つにより，“int型の配列 data” が宣言できる

このとき，dataは 5つの要素で構成される配列となる



配列変数dataを宣言

� �
int[] data;� �
この宣言で，配列変数 dataが作られる

まだ，この時点では配列のサイズは確定していない

特別な値 nullが格納される
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配列要素の確保

� �
int[] data;

data = new int[5];� �
new演算子を使って 5個の要素を確保する
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配列要素の確保

� �
int[] data;

data = new int[5];� �
確保されると，確保された場所の先頭の位置が代入される
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配列要素の確保� �
int[] data;

data = new int[5];� �
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配列変数 dataは確保された場所の位置だけを格納している
配列変数は参照型変数と呼ばれ，基本型を扱う変数とは取り扱いが
異なる．



参照型変数	
基本型変数	


•  基本型変数は値を直接格納する	
  
•  変数そのものが，格納された値のように
利用できる	
  

•  参照型変数はデータの場所を格納する	
  
•  入れ物そのものではないことに注意	
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